
Tenable® Professional Services が提供するクイックスタートによって現在お使い
の製品は、ビジネスに対するサイバーリスクを可視化して予測し、リスクを低
減させる行動を取れるようにするソリューションへと変貌を遂げます。

現代の複雑な IT 環境には、従来型の資産と、現代の動的な資産が混在しています。
企業は仮想資産やクラウド資産を導入するようになり、このデジタルトランスフ
ォーメーションの継続に伴って、あらゆるビジネスの遂行に利用されるウェブア
プリの数と重要性もまた、急速に高まっています。現代のウェブアプリは設計上、
外部のユーザーが簡単にアクセスできるだけでなく、常に変化するものが多いた
め、極めて脆弱となっています。ウェブアプリは今日のデータ漏洩の発生源とし
て最も一般的な攻撃ベクトルです。

企業には、環境全体で使用されているすべてのウェブアプリケーションを素早く
正確に特定できる包括的な戦略が必要です。このニーズに応えるために、
Tenable のワールドクラスの研究チームは、現代のウェブアプリに対して包括的
かつ正確で自動化された脆弱性カバレッジを備えた Tenable.io Web App Scanning 
(WAS) を開発しました。WAS はウェブアプリの評価を Tenable.io Asset View に統
合して、従来の IT 資産やクラウド資産と並べて表示し、アタックサーフェス全
体を一元的に可視化します。

クイックスタートサービスは、Tenable.io WAS ソリューションを効果的に導入す
ることによって企業のセキュリティ体制を即座に強化し、将来の成功に向けた確
実な準備を可能にします。お客様と共同で構成と統合を加速させ、運用能力を完
全に発揮できるようにすることで、ソリューションの動作を効率化して企業全体
のサイバーリスクを可視化できるようにします。

現代のウェブアプリケーションの
可視化とスキャンを

クイックスタートで迅速に開始

サービスによって
得られる成果

• 製品のインストールと構成の加速
Tenable の経験豊富なコンサルタン
トが、ビジネス目標に基づいたソリ
ューションの適切なインストールと
構成をお約束しますので、迅速な立
ち上げが可能となります。

• 業界トップクラスのプラクティスの
導入
Tenable が実践するエンタープライ
ズデプロイメントのベストプラクテ
ィスの導入と支援により、Tenable 
製品のすべての機能を活用して資産
を積極的に検出できるようにします。

• 運用能力の完全な検証
Tenable のソリューションは、スキ
ャン能力と他の運用能力がエンドツ
ーエンドで検証されるので、スキャ
ンリソースを効率的に使用している
という確信が得られます。

Tenable.io Web App Scanning を使用すれば、数秒で新規スキャンを作成して、
数分でアクションにつながる結果が取得できます。
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主な利点
徹底した計画と準備
リモートまたはオンサイトの作業オプションは複数のフェーズで
構成されています。 Tenable のデプロイメントをさらに強化する
ように設計されています。お客様と共同して、ネットワークの詳
細やリスクベースの脆弱性管理導入の目標に基づいた導入の対象
範囲を明確にします。

まず、作業に先立ってキーとなるステークホルダーと連携してビ
ジネス目標との整合を取り、導入の成功に向けた計画を立案し
ます。

次に、前提条件のリストを作成し、連絡先を特定してスケジュー
ルを構築し、作業を円滑に行えるようにします。

Tenable.io WAS のプロフェッショナルな構成
アクセスをセットアップしてユーザーアカウントを作成したら、
適切なセンサーを配置し、重点を置くウェブアプリケーションを
明確にします。Tenable のコンサルタントはまた、環境全体で使用
されている可能性のある他のウェブサーバーやアプリケーション
を効果的に検出する方法についても実演します。

素早い初期スキャンに、調整と最適化を追加
Tenable.io WAS はウェブアプリケーション (URL) を特定するための
スキャンを行い、脆弱性を可視化します。お客様のチームと共同
で、このようなクイックスキャンの結果の概要をレビューし、さ
らに深く調査するためにいくつかのウェブアプリを選択してスキ
ャンを微調整します。

Tenable のコンサルタントは業界の知識を共有し、お客様が将来効
果的なスキャンを実施できるよう、Tenable のベストプラクティス
についてアドバイスします。

包括的なソリューションのドキュメント
適切で有用なドキュメントへのリンクの提供を通じて、デプロイ
メントの維持管理を支援します。

成長をサポート
企業は時と共に変化し、発展します。Tenable Professional Services 
は、変化し続けるビジネス要件にあわせてソリューションを常に調
整できるように支援します。

経験豊富な Professional Services チーム
Tenable Professional Services の目標は、当社製品の導入を通じて最
も差し迫ったセキュリティ上の問題を解決し、企業がサイバーリス
クを可視化、予測して低減させる行動を取れるようにすることです。
その実現のために、Tenable は長年にわたる業界での経験を生かし
て、最も困難な課題に対しても果敢に取り組んでいます。

Tenable Professional Services と協働することにより、Tenable 製品
投資のより迅速な価値創出が可能になり、リスクベースの脆弱性管
理プログラムの成熟に向けて確実に前進していることが確信できま
す。Tenable では、企業の個別のニーズに応えるために、世界中の
どこでもリモートやオンサイトで利用可能な、幅広いサービスやト
レーニングのポートフォリオを準備しています。

Tenable について
Tenable®, Inc. は、Cyber Exposure カンパニーです。世界中の 3 万以
上の企業が、サイバーリスクを正確に把握し、削減するために
Tenable を採用しています。Nessus® の開発者である Tenable は、脆
弱性に対する専門性をさらに広げ、あらゆるコンピューティングプ
ラットフォーム上のデジタル資産を管理、保護できる世界初のプラ
ットフォームを展開しています。Tenable は、Fortune 500 の半数以
上、およびグローバル 2000 の 30% 以上の企業や、大規模の政府機
関などで採用されています。詳しくは jp.tenable.comをご覧くだ
さい。
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